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砂
浜
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来
に
残
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経
済
と
環
境
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共
生
を
め
ざ
す

砂
浜
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
砂
浜

臨海工業地帯と美しい砂浜が共生するまちへ

問合先　産業共創課☎（27 5）6 1 4 9

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
民
間
団
体

や
市
民
の
力
で
ま
す
ま
す
活
気
を
取
り
戻
し
つ

　市
の
砂
浜
は
、
か
つ
て
百
人
一
首
に
も
詠
ま

れ
、
明
治
時
代
に
は
関
西
一
円
か
ら
海
水
浴
客

が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期

の
臨
海
部
の
埋
め
立
て
に
よ
り
、
現
在
で
は
わ

ず
か
約
100
メ
ー
ト
ル
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　

　「時
代
の
変
遷
の
中
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
自

然
を
蘇
ら
せ
、
大
阪
最
北
端
の
天
然
の
砂
浜
を

守
り
た
い
。」「
地
域
の
人
々
が
再
び
海
と
の
つ

な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
場
を
つ
く
り
た
い
。」

そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
砂
浜
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
環
境
保
護
へ
の
意
識
を
高
め
、

工
場
誘
致
な
ど
経
済
の
活
性
化
（
経
済
）
と
住

環
境
の
緑
化
な
ど
（
環
境
）
が
共
生
す
る
ま
ち

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

つ
あ
り
ま
す
。
第
一
弾
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
約

100
名
が
参
加
し
、
砂
浜
清
掃
活
動
を
実
施
。
来

場
者
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
続
く
第
二
弾
で
は
、
キ
ジ
ハ
タ
と
ナ
マ
コ

の
放
流
や
来
場
者
に
意
見
を
募
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
し
て
砂
浜
の
未
来
を
考
え
る

場
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
も
約
300
名
に
増
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
第
三
弾
で
は
、
ア
マ
モ
の
移
植

や
マ
ル
シ
ェ
等
を
実
施
。
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
、
砂
浜
の
環
境
保
護

を
学
び
ま
し
た
。

　今
後
も
公
民
連
携
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

海
業
の
活
性
化
や
民
間
事
業
者
の
誘
致
展
開
を

進
め
、新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

砂浜活性化プロジェクトの挑戦

　キジハタの稚魚を放流することで、個体数

の増加と将来的な漁獲量の安定化をめざしま

す。また、ナマコは海底の有機物を摂食して

水質を改善します。

これからの砂浜について考える
ワークショップ

　生き物の安らぎの場となり、海の環境を整

えてくれるアマモ。イベントでは、大阪湾で

アマモ場の再生に取り組んでいるNPO法人大

阪海さくらと共催で、アマモの移植を実施し

ました。また、「地球☆プロテクトとあるた」

によるマイクロプラスチックごみをテーマと

した寸劇も披露されました。

　イベントの来場者に「今後の高石の砂浜を

どうしたいか？」を伺い、意見を集めました。

「昔のように泳ぎたい」「うみがきれいになっ

たらうれしいよ」など、たくさんの意見をい

ただきました。

海のゆりかご「アマモ」の移植 第２弾のイベントの様子が令和 6年 11月 22日発行の

毎日新聞に掲載されました。

キジハタとナマコの放流

キジハタの稚魚 ナマコ

アマモ 地球☆プロテクトとあるた

第４弾
イベントが
あるらしいよ。
（詳細は P４）

「毎日新聞社提供」
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「高石市を楽しい街にしよう会」

海
の
お
魚
ク
イ
ズ
大
会

塗
り
絵
ア
ー
ト

マ
ル
シ
ェ

高
石
夜
市
実
行
委
員
会
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
貰
え
る大

阪
湾
で
と
れ
た
魚
の

「高石夜市実行委員会」

会場
高石漁港内砂浜 イベント詳細は

こちらから▶▶

大
阪
最
北
端
の
天
然
砂
浜
で
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
か
？

土��

炊
き
込
み
ご
飯

プ
レ
ゼ
ン
ト

稚
魚
放
流

※小雨決行
※お車でお越しの方はお近くの
　コインパーキングをご利用ください
内容は変更になる場合があります。

ア
マ
モ
の
観
察

第
４
弾
イ
ベ
ン
ト

砂
浜
清
掃

＋
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
高
石
市
を
楽
し
い
街
に
し
よ
う
会
」
に
よ
る

み
ん
な
で
作
る

大阪湾で
採れた魚


